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衆
議
院
議
員
柚
木
道
義
君
提
出
第
九
十
九
回
薬
剤
師
国
家
試
験
の
結
果
に
み
る
薬
剤
師
養
成
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

第
九
十
九
回
薬
剤
師
国
家
試
験
の
合
格
率
が
低
下
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
受
験
者
数
に
占
め
る
平
成
二
十
三
年
度
と
平

成
二
十
四
年
度
の
過
去
二
回
の
試
験
で
不
合
格
だ
っ
た
既
卒
者
の
割
合
が
増
え
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
結
果
の

み
を
も
っ
て
直
ち
に
薬
剤
師
の
需
給
に
大
き
な
問
題
が
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
御
指
摘
の
「
薬
剤
師
が
安

定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
な
体
制
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、

社
団
法
人
日
本
薬
学
会
（
当
時
）
が
平
成
十
四
年
八
月
に
作
成
し
た
「
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
及
び
同

省
が
平
成
十
五
年
十
二
月
に
作
成
し
た
「
実
務
実
習
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
等
を
基
に
し
て
、
平
成
二
十
五
年
十

二
月
に
、修
業
年
限
が
六
年
の
薬
学
部
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
の
参
考
と
な
る
教
育
内
容
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、

新
た
な
「
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
（
以
下
「
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ま
ず
は
、
各
大
学
に
お
け
る
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
踏
ま
え
た
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
、
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
に
つ
い
て

一



薬
剤
師
国
家
試
験
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
一
年
ま
で
は
毎
年
春
と
秋
の
二
回
実
施
し
て
い
た
が
、
春
の
国
家
試
験
と
秋

の
国
家
試
験
の
受
験
者
数
に
大
幅
な
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
、
秋
の
国
家
試
験
は
春
の
国
家
試
験
の
不
合
格
者
に
対
す
る
救
済

の
意
味
合
い
が
強
い
こ
と
、
医
師
国
家
試
験
及
び
歯
科
医
師
国
家
試
験
が
毎
年
一
回
の
実
施
へ
と
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
試
験

問
題
の
改
善
を
図
る
た
め
に
は
試
験
問
題
に
関
す
る
調
査
、
検
討
及
び
改
正
の
た
め
の
準
備
作
業
が
必
要
で
あ
る
こ
と
等
の

理
由
か
ら
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら
秋
の
国
家
試
験
を
取
り
や
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
も
同
様
の
考
え
方
で
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
御
指
摘
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
考
え
は
な
い
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
検
討
を
行
う
考
え
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
第
九
十
九
回
薬
剤
師
国
家
試
験
の
結
果
の
み
を
も
っ
て
直
ち
に
御
指
摘
の
「
薬
剤
師
養
成
教
育
」
の
内

容
の
適
否
を
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
は
、
薬
剤
師
業
務
の
変
化
や
学

術
の
進
歩
に
対
応
す
る
等
の
観
点
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
に
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

平
成
二
十
七
年
度
以
降
、
各
大
学
に
お
い
て
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
踏
ま
え
た
教
育
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
考
え

二



て
い
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

薬
学
系
大
学
の
人
材
養
成
の
在
り
方
を
検
討
す
る
文
部
科
学
省
の
薬
学
系
人
材
養
成
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
及
び
薬

学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
訂
に
関
す
る
専
門
研
究
委
員
会
に
は
、
厚
生
労
働
省
の
職
員
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
、
現
場
の
薬
剤
師
業
務
の
実
態
を
熟
知
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
日
本
薬
剤
師
会
及
び
一
般
社
団
法
人
日
本
病
院
薬
剤

師
会
の
役
員
が
委
員
と
し
て
参
画
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
現
場
の
薬
剤
師
業
務

の
実
態
を
踏
ま
え
た
検
討
が
行
わ
れ
、
実
務
実
習
に
お
い
て
在
宅
医
療
に
関
す
る
薬
剤
師
の
業
務
を
体
験
す
る
な
ど
の
内
容

が
加
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

修
業
年
限
が
六
年
の
薬
学
部
は
、
必
ず
し
も
薬
剤
師
の
業
務
に
携
わ
る
者
の
み
を
養
成
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
御
指
摘
の
「
薬
剤
師
養
成
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ

と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。
な
お
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
修
業
年
限
が
六
年
の
薬
学
部
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
、
大
学
関
係
者
に
周
知
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


